
図書館だより
■中央図書館 （0857）27-5182  開館時間 9:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （土・日曜は 17:00 まで）
■気高図書館 （0857）37-6036  開館時間 10:00 ～ 18:00
■用瀬図書館 （0858）87-2702  開館時間 10:00 ～ 18:00
　　　　　　 ※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日、
　　　　　　　 祝日の翌日（中央図書館は除く）

　10 月 27 日の「文字・活字文化の日」を記念して、講演会
を開催します。△

と　き　10 月 13 日（月・祝）13:30 〜 15:00△

ところ　中央図書館　多目的ホール△

講　師　中
なかしま

島諒
ま こ と

人さん（「鳥の劇場」主宰）△

内　容　演劇の魅力・戯曲文学の魅力△

定　員　60 人　　　

△

参加費　無料　※申し込み不要
※くわしくは図書館ホームページをご覧ください。
　ホームページアドレス：http://lib.city.tottori.tottori.jp/
問い合わせ先　中央図書館  上記・ （0857）27−5192

鳥取大学・とっとり駅南教室 ☆講話とおしゃべり

とき 講師・演題

第 26 回
11月 8 日（土）

広
ひろしげ

重佳
よしはる

治さん（鳥取大学地域学部教授）
「眠りの不思議」ー人はなぜ眠るのでしょうかー

時  間  13：30 〜15：00　　ところ　中央図書館　
参加費  無料 ※定員各 40 人程度。事前予約は必要ありません。

「文字・活字文化の日」記念講演会

△

と　き　11 月 1 日（土）〜 3 日（月）10:00 〜 16:00
　　　　　※当日 9:00 から入場整理券を配布します。△

ところ　中央図書館　多目的ホール
［本のリサイクルにご協力を］
　ご家庭で不要な、リサイクルできる本や雑誌を提供いただ
ける人は、中央図書館までお持ちください。　 △

持ち込み受付　10 月 25 日（土）〜 11 月 3 日（月）の
開館時間内　※ 28 日（火）、30 日（木）は休館日です
ので受付できません。

本のリサイクル市

とっとり県民カレッジ連携講座

問い合わせ先　鳥取環境大学企画交流課 （0857）38-6704・
（0857）38-6709・電子メール kouryu@kankyo-u.ac.jp

鳥取環境大学 公開講座
　「地球温暖化について考える」シリーズ

▽テ ー マ　「西欧の文化と環境の問題 
　　　　　　　　　　〜生活環境の歴史と課題〜」
　　　　　　講師：中

なかむら

村貴
う ず し

志（環境デザイン学科 教授）

▽と き　10 月 25 日（土）10:30 〜 12:00

▽と こ ろ　県立図書館 2 階大研修室（尚徳町）

▽申込方法　講座の前日までに、電話・FAX・電子メー
ルのいずれかで問い合わせ先に申し込み

▽参 加 料　無料

放送大学セミナー

地震災害と地震活動 シリーズ
　日本列島は地震多発地域であり、地震災害の危険性
に常にさらされています。日本列島の地下の地震発生
構造について学習してみませんか。

とき ( 金曜日開講） テーマ
10 月 10 日
（第 4 回）

14:00 〜
15:30

鳥取地震（1943 年 9 月 10 日、
マグニチュード 7.2）

10 月 24 日
（第 5 回）

14:00 〜
15:30

鳥取県西部地震（2000 年 10
月 6 日、マグニチュード 7.3）

▽講 師　西
に し だ

田良
りょうへい

平（放送大学鳥取学習センター所長、
鳥取大学名誉教授）

▽ところ　放送大学鳥取学習センター（市役所駅南庁舎 5 階）

▽受講料　無料
※申込不要、どなたでも参加できます。
※全 5 回シリーズですが、途中の回から参加できます。

問い合わせ先　放送大学鳥取学習センター （0857）37-2351

　帰省客の往来でにぎわうお盆休みの中、「2009 鳥取・
因幡の祭典」のオープニングイベント「世界砂像フェス
ティバル」を PR するため、JR 鳥取駅北口の風紋広場で
砂像の制作が行われました。「砂像」とは砂の彫刻で、制
作者はアメリカ出身のリチャード・ヴァラノさんと「砂
の美術館」をプロデュースした茶

ちゃえん

圓勝
かつひこ

彦さん。この制作
作業の補助ボランティアとして、本学美術部の学生たち
が参加しました。
　巨大な砂像の基となる盛土作業や、像を固める保護材
の調合作業のほか、行き交う人や子供たちからの質問に
答えたりと大忙し。環境政策学科 1 年の吉

よしたけ

武沙
さ お り

央理さん
は、「このようなイベントに関わることができて嬉しい。
作品に対する制作者の構想や見方などプロの姿勢をみて、
これまでの考え方が変わった」と、また同学科 3 年の
山
や ま ね

根菜
な な え

々恵さんは、「雨天作業時には砂像が崩れないかと
心配したが、その時の養生の仕方など、現場にいて参考
になった」とそれぞれとても有意義だったようです。
　この PR 砂像は、
10 月 13 日（月・祝）
まで展示予定です。
JR 鳥取駅北口付近
にお立ち寄りのと
きには、学生たち
が手伝ったすばら
しい作品に目を留
めてください。

環境政策学科 / 環境デザイン学科 / 情報システム学科
http://www.kankyo-u.ac.jp/

E-mail:nyushi@kankyo-u.ac.jp

シリーズ vol.21 鳥取環境大学

トピックス

TOPICS

問い合わせ先
　入試広報課

　（0857）38-6720

「世界砂像フェスティバル」
PR 砂像制作に参加

　鳥取県シルバー人材センター連合会　技能講習会

　造園アシスタント講習
■と き　11 月 10 日（月）〜 20 日（木）　　10:00 〜 17:00
　　　　　　※土日を除く、9 日間の講習です。
■と こ ろ　県立鳥取工業高校（生山 111）
■対 象 者　60 歳台前半層の就職・就業を希望される人
■申込方法　10 月 31 日（金）までに電話または申込書で
■定 員　22 人　　　■受 講 料　無料
※申込書は、鳥取市シルバー人材センター、ハローワークで配布
問い合わせ先 （社）鳥取県シルバー人材センター連合会 （0859）37-2531
／（社）鳥取市シルバー人材センター （0857）22-0050
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PUBLIC INFORMATION

鳥取市の人口

　男　：  95,775人 ［-9］

　女　：103,115人 ［-57］

合　計：198,890人  ［-66］

世帯数： 76,009      ［-6］

　　平成20年8月1日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　
（0857）22ー8111㈹
（0857）20ー3040

〒680ー8571
　（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

本 庁 舎　尚徳町116番地　
第2庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページアドレス　
http://www.city.tottori.tottori.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/

電子メール　
kouhou@city.tottori.tottori.jp

各総合支所　
国府 （0857）39ー0555
福部 （0857）75ー2811
河原 （0858）76ー3111
用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211
気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011
青谷 （0857）85ー0011

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室
（0857）20ー3159

印刷／日ノ丸印刷株式会社

Vol.30

市長からの手紙

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。 砂像は鳥取市の新しい文化だ！

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

　粒子が細かくて色が美しい鳥取砂丘の砂を使った、イタリ
ア・ルネッサンスをテーマとした砂の彫刻（第 1 期展示）は、
大きな反響と高い評価をいただきました。それが、平成 18
年 11 月から翌年 1 月に開催した日本初の「砂の美術館」で
す。今年 4 月 26 日にオープンした「砂の美術館 ～第 2 期展
示～ 世界遺産・アジア編」には、全国各地から多くのみなさ
んが訪れ、入館者が既に 20 万人を超えています。私は、こ
の「砂の彫刻」を鳥取市の新たな魅力として「砂像のまち鳥
取市」を全国へ情報発信するため全力で取り組みます。
　鳥取のハイウェイ時代の幕開けにふさわしいビッグイベン
トとして「世界砂像フェスティバル」を来年 4 月 18 日（土）
から 5 月 31 日（日）まで、鳥取砂丘オアシス広場（鳥取市
福部町）で開催します。その中の「世界砂像選手権」では、
世界中から著名な砂像彫刻家が集結し、「世界の童話」をテ
ーマにその腕を競います。砂で作られた楽しい童話の世界が
みなさんに夢と感動を与えてくれるでしょう。前売入場券の
販売 (※) が、今年 10 月 1 日からはじまりますので、よろし

くお願いします。
　ＪＲ鳥取駅前の風紋広場に現在展示している砂像「おとぎ
の国のお城」をご覧になりましたか。10 月 4 日から実施さ
れる「鳥取駅前・賑わいのまちづくり実証事業」でも、太平
線沿いに砂像 2 体が街なかに現れ、砂像のまちを印象づける
ことでしょう。さらに 12 月には、100 万人以上が訪れる大
阪市の冬のイベント「OSAKA 光のルネサンス」へ砂像を出
展し、「鳥取自動車道の開通と 2009 鳥取・因幡の祭典の開催」
を鳥取砂丘の砂による美しい彫刻でアピールします。
　開催まであと半年。鳥取駅前の花時計に設置した「世界砂
像フェスティバル」の残日計もカウントダウンを始めました。
みなさん、まずは「砂の美術館」に足を運び、素晴らしい砂
像を楽しんでみませんか。明日からは、この「砂像＝砂の彫刻」
を『鳥取市の新しい文化』として、声を大にして宣伝しよう
ではありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　鳥取市長

※【「世界砂像フェスティバル」前売券 問い合わせ先】
     2009 鳥取・因幡の祭典実行委員会  （0857）27-8001

PR砂像完成セレモニー
（8/18、風紋広場にて）
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